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こ
と
で
新
し
い
樹
木
の
誕
生
を
促
し
て
い

た
こ
と
が
分
か
り
、
ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
な
ど
は
、
自
然
発
生
の
山
火
事

は
、
自
然
の
サ
イ
ク
ル
の
一
現
象
と
し
て

と
ら
え
、
人
命
に
影
響
し
な
い
限
り
、
む

や
み
に
消
火
し
な
い
こ
と
が
主
流
と
な
っ

て
き
て
い
る
。
人
間
の
自
然
に
対
す
る
認

識
が
一
歩
進
ん
だ
事
例
と
い
え
る
。

脅
威
を
与
え
つ
つ
あ
る
温
暖
化
問
題

物
質
資
源
が
有
限
で
あ
る
と
い
う
認
識

は
リ
サ
イ
ク
ル
を
徹
底
し
、
ゼ
ロ
リ
リ
ー

ス
を
指
向
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
持
続
可
能

な
文
明
へ
と
導
き
、
化
石
燃
料
燃
焼
に
よ

る
化
学
反
応
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
副
産
物
で
あ

る
二
酸
化
炭
素
は
、
既
に
大
量
に
排
出
さ

れ
、
地
球
温
暖
化
問
題
と
し
て
様
々
な
脅

威
を
与
え
つ
つ
あ
る
と
い
う
認
識
に
な
っ

て
い
る
。
す
で
に
経
験
し
た
公
害
、
酸
性

雨
、
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
な
ど
の
環
境
問
題
に

対
す
る
失
敗
は
教
訓
を
基
に
回
復
段
階
に

入
っ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
一
九
二
八
年
、
毒
性
も
な
く
優
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
「
奇
跡
の
流
体
」
と
呼
ば

れ
た
フ
ロ
ン
が
発
明
さ
れ
、
大
量
使
用
さ

れ
、
一
九
八
〇
年
代
に
な
っ
て
オ
ゾ
ン

ホ
ー
ル
が
発
見
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
フ
ロ

ン
が
そ
の
原
因
物
質
と
分
か
り
、
国
際
的

に
協
調
し
生
産
制
限
し
た
が
、
効
果
が
現

れ
る
ま
で
に
長
い
時
間
が
必
要
で
あ
っ
た
。

こ
の
事
例
が
示
す
よ
う
に
、
初
め
か
ら
結

果
を
見
通
し
て
リ
ス
ク
・
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト

に
つ
い
て
の
社
会
的
合
意
を
得
て
か
ら
進

め
る
こ
と
が
如
何
に
難
し
い
か
が
分
か
る
。

こ
れ
ら
の
教
訓
が
知
恵
と
な
り
、
一
九
九

七
年
環
境
影
響
評
価
法
が
制
定
さ
れ
事
前

に
評
価
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
。二

酸
化
炭
素
濃
度
の
上
昇
が
地
球
自
体

の
生
命
体
と
し
て
の
恒
常
性
（
生
物
循
環
、

風
化
な
ど
の
化
学
反
応
に
よ
る
循
環
）
か

ら
逸
脱
し
、
気
候
変
動
に
伴
う
様
々
な
脅

威
の
原
因
と
認
識
し
、
世
界
的
に
対
応
を

と
り
始
め
て
四
〇
年
経
ち
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
を
化
学
反
応
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
か
ら
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
、
原
子
力
利
用

へ
、
需
要
側
か
ら
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
高
効

率
化
、
電
気
自
動
車
へ
の
転
換
な
ど
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
酸
化
炭
素
の
地

下
貯
留
技
術
開
発
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

気
候
変
動
枠
組
条
約
締
約
国
会
議
（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
経
済
成
長

を
必
要
と
し
て
い
る
途
上
国
、
新
興
国
で

は
化
石
燃
料
の
利
用
を
大
幅
に
削
減
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
し
て
い
る
た
め
合

意
が
難
し
い
と
い
う
社
会
的
現
状
も
あ

る
。
地
球
の
平
均
気
温
上
昇
を
二
℃
に
抑

え
る
た
め
に
、
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
二
酸

化
炭
素
の
排
出
量
を
、
世
界
で
半
減
す
る

と
い
う
長
期
目
標
を
掲
げ
、
わ
が
国
は
率

先
し
て
八
〇
％
削
減
す
る
こ
と
を
二
〇
〇

持
続
可
能
な
文
明
を
模
索

落
雷
や
火
山
の
噴
火
、
ま
れ
に
は
、
枯

れ
葉
同
士
が
風
で
こ
す
れ
、
そ
の
摩
擦
が

原
因
と
な
り
発
生
す
る
山
火
事
な
ど
か
ら
、

人
類
は
火
を
知
り
、
恐
怖
心
に
打
ち
勝
ち

な
が
ら
、
制
御
し
て
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ

て
文
明
を
築
い
て
き
た
。
数
千
年
の
間
、

薪
炭
に
依
存
し
て
い
た
が
、
一
五
〇
年
前
、

化
石
燃
料
の
使
用
開
始
以
来
、
目
覚
ま
し

い
科
学
技
術
の
発
展
、
人
口
の
増
大
（
一

五
億
人
か
ら
七
〇
億
人
へ
）
は
、
正
に
化

石
燃
料
に
よ
る
化
学
反
応
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

支
え
ら
れ
た
現
代
文
明
を
築
い
て
き
た
と

い
え
る
。

人
類
に
と
っ
て
無
限
大
の
地
球
環
境

が
、
労
わ
り
を
必
要
と
す
る
か
け
が
え
の

な
い
有
限
の
地
球
環
境
へ
と
認
識
の
変
化

を
齎
し
た
の
は
最
近
の
一
世
代
の
期
間
で

あ
る
。
こ
の
間
に
持
続
可
能
な
文
明
の
方

向
を
模
索
す
る
た
め
に
自
然
に
対
す
る
よ

り
深
い
知
見
、
情
報
の
共
有
と
実
行
へ
の

連
帯
は
、
様
々
な
と
こ
ろ
で
パ
ラ
ダ
イ
ム

変
化
を
余
儀
な
く
さ
せ
て
い
る
。
冒
頭
に

述
べ
た
山
火
事
に
つ
い
て
も
、
近
年
で
は

人
為
的
要
因
に
よ
っ
て
発
生
す
る
山
火
事

が
増
加
し
、
被
害
を
発
生
さ
せ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
自
然
現
象
と
し
て
の
山
火
事

は
太
古
の
昔
か
ら
起
こ
っ
て
い
た
現
象

で
、
成
長
し
す
ぎ
た
森
林
が
焼
け
落
ち
る
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八
年
の
Ｇ
８
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
前
に
表
明

し
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
二
〇

三
〇
年
に
原
子
力
利
用
を
五
三
％
ま
で
増

や
す
こ
と
と
し
て
い
た
。

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
の
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
事
故
後
、
政
府
は
、
脱
原

子
力
依
存
に
舵
を
切
り
な
お
し
、
再
起
動

が
滞
り
二
〇
一
二
年
五
月
に
は
日
本
の
全

原
子
炉
は
停
止
し
、
電
力
の
需
給
が
逼
迫

し
た
。
一
方
、
二
〇
一
二
年
四
月
、
中
央
環

境
審
議
会
で
は
根
拠
も
な
く
八
〇
％
削
減

を
確
認
し
て
い
る
と
い
う
混
乱
し
た
状
況

に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
し
て
は

全
体
的
視
野
の
下
で
整
合
性
の
あ
る
政
策

が
求
め
ら
れ
る
。

現
実
的
で
な
い
太
陽
光
発
電
の
事
例

物
質
の
生
産
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て

の
化
学
反
応
は
、
一
五
〇
年
間
の
日
常
生

活
の
中
に
定
着
し
、
そ
の
基
本
を
学
校
教

育
で
学
ん
で
お
り
、
冒
頭
で
引
用
し
た
山

火
事
も
、
化
学
反
応
と
し
て
一
か
ら
説
明

を
し
な
く
と
も
、
山
火
事
と
い
う
言
葉
で

現
象
に
関
す
る
共
通
の
認
識
が
で
き
て
い

る
。
し
か
し
、
鎮
火
す
べ
き
か
消
火
活
動

せ
ず
に
監
視
に
留
め
る
べ
き
か
の
判
断
は
、

当
該
地
域
の
状
況
や
時
間
、
火
勢
な
ど
の

リ
ス
ク
・
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
に
関
わ
る
認
識
、

価
値
観
に
よ
る
総
合
的
評
価
が
要
せ
ら
れ

る
問
題
と
な
る
。

太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
出
力
密
度
が

低
く
、
天
候
に
左
右
さ
れ
、
高
い
コ
ス
ト

と
い
う
本
質
的
な
問
題
が
あ
り
、
現
在

ま
で
の
太
陽
光
発
電
の
普
及
状
況
（
一

％
未
満
）
か
ら
、
も
し
も
そ
れ
に
頼
る

の
で
あ
れ
ば
、
相
応
し
い
文
明
の
シ
ナ

リ
オ
を
描
き
、
社
会
の
合
意
が
必
要
で

あ
る
。

こ
の
こ
と
が
現
実
的
で
な
い
事
例
と

し
て
、
二
〇
一
一
年
、
神
奈
川
県
の
黒

岩
知
事
は
、
二
〇
〇
万
戸
に
太
陽
光
発

電
を
設
置
す
る
と
い
う
公
約
を
掲
げ
て

当
選
し
た
が
、
半
年
も
経
た
な
い
う
ち

に
こ
の
公
約
は
忘
れ
て
欲
し
い
と
言
い
、

撤
回
し
た
。
二
〇
〇
万
戸
の
家
屋
に
設

置
で
き
る
太
陽
光
発
電
設
備
は
、
六
〇

〇
万
㌔
㍗
程
度
で
あ
る
が
、
太
陽
光
発

電
の
設
備
利
用
率
は
一
二
％
程
度
で
あ

り
、
九
〇
％
設
備
利
用
率
の
八
〇
万
㌔

㍗
原
子
力
／
火
力
発
電
所
一
基
に
相
当

す
る
。

太
陽
光
発
電
は
二
〇
〇
万
円
／
台
の

費
用
が
か
か
る
た
め
四
兆
円
が
必
要
と

な
り
、
県
の
補
助
金
を
一
〇
％
と
し
て

も
四
〇
〇
〇
億
円
と
な
る
。
補
助
金
だ
け

で
一
〇
〇
万
㌔
㍗
の
原
子
力
発
電
所
が
建

設
で
き
る
。
更
に
、
太
陽
光
発
電
は
、
発

電
で
き
な
い
時
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
源
を

用
意
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
基
幹
電
源

の
役
割
を
担
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

菅
前
首
相
は
。
一
〇
〇
〇
万
戸
の
太
陽
光

発
電
設
備
を
設
置
す
る
と
述
べ
た
が
、
神

奈
川
県
の
実
例
か
ら
不
可
能
な
こ
と
を
安

易
に
言
明
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

核
反
応
エ
ネ
へ
の
転
換
は
国
民
の
支
持

必
要持

続
可
能
な
文
明
を
支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
太
宗
は
、
文
明
の
単
位
で
あ
る
一
〇
〇

〇
年
と
い
う
期
間
で
見
れ
ば
、
化
石
燃
料

資
源
の
枯
渇
と
環
境
負
荷
の
増
大
と
い
う

問
題
に
対
処
し
て
い
く
た
め
に
は
、
国
民

の
支
持
を
得
て
、
化
学
反
応
エ
ネ
ル
ギ
ー

か
ら
核
反
応
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
し
て
い

か
ざ
る
を
得
な
い
。
核
反
応
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
に
関
す
る
総
合
的
な
科
学
技
術
の
着

実
な
研
究
開
発
は
勿
論
、
関
連
す
る
社
会

制
度
な
ど
も
含
め
た
調
和
あ
る
進
歩
が
必

要
で
あ
る
。

核
反
応
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
付
随
す
る
放
射

線
に
つ
い
て
は
、
低
線
量
の
健
康
リ
ス
ク

に
関
す
る
現
実
の
全
体
に
つ
い
て
科
学
的

根
拠
に
基
づ
い
た
リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
必
要
で
あ
る
。
旧
来
の
「
し
き
い

値
な
し
の
線
形
仮
説
」
に
代
わ
る
科
学
的

合
理
的
な
考
え
方
を
社
会
の
常
識
と
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
放
射
能
恐
怖
が
解
消
さ
れ
、

国
民
の
支
持
を
得
な
が
ら
化
学
反
応
エ
ネ

ル
ギ
ー
か
ら
核
反
応
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転

換
が
進
ん
で
い
く
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。
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